職種：開発・技術　　職務：開発・技術
【概要】

　ねじやねじ部品の開発・設計、製造工程、金型の設計など、ねじ及びその製造技術の開発等に関する仕事。

【仕事の内容】

開発・技術の仕事には、新たなねじ・ねじ部品の開発・改良や、その製造のための治工具や金型の設計、工程設計等の仕事が含まれる。
ねじやねじ部品の開発設計では、CAD等のツールを活用しながら設計図面を作成し、試作品を製作するなどして設計の妥当性検証を行う。また、その製造のための工程を設計し、加工法や加工条件の設定、製造に必要となる治工具、金型の設計等を行う。

ねじは製品の性能や安全性を左右する極めて重要な部品であることから、規格に沿った高精度の加工・製造が求められる。このため、開発・設計の仕事には、冶金学や材料力学・塑性力学等に関する知識に加え、標準規格やねじの製造技術等についての深い理解が求められる。
【求められる経験・能力】

（1） 学卒（新卒）採用により入職するケース、経験者（中途）採用により入職するケースなど、様々である。経験者採用の場合には、ねじまたはその他の製品・部品の開発・設計や製造等に関する一定の実績が要求されることがある。

（2） CADを用いた設計の普及により、ITツールを十分に使いこなすスキルが求められる。また、ISOなど品質管理に関する意識や知的財産管理に関する認識を高めることが、技術者全体にとって重要となっている。

（3） 開発・設計の仕事は顧客等との折衝や社内他部門との調整など、高いコミュニケーション能力が求められる場面が少なくない。また、グループで仕事を進める場合が多いため、チームワークが十分に発揮できることも重要である。

【関連する資格・検定等】

· 技術士（機械部門）〔社団法人日本技術士会技術士試験センター〕

など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　０７３　機械開発技術者

　０８３　機械製造技術者　など


